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図1　主な死因別死亡数の割合（平成 29 年）　
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位置の値を 1 に、超えない場合は 0 に設定す
るようにした。図6には、記憶細胞群の中の
五つの細胞を対象とした例を示している。同

















は 0.5% 〜 3% となっている。乳癌データ、
糖尿病データにおいては正答率の上昇は




































Manhattan 距離以外にも Euclid 距離、Che-
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